
，
心
ナ

9
二
十
人
品
川
用
品
二
十
入
品
内
助
行
畠
題
目

川
正
行
也
正
行
－
一
助
行
ヲ
揖
ス
可
キ
弘
司
御
一
義
下
五
－

T
f

有
智
無
智
ヲ
嫌
A

ズ
一
同
－
－
他
事
ヲ
捨
ア
南
無
妙
法
蓮

華
経
ト
唱
ア
ペ
ジ
吋
報
恩
抄
一
五
O
九」

樺
曾
ノ
因
行
呆
徳
ノ
二
法
行
妙
法
蓮
華
経
ノ
五
宇
品
具

足
ス
我
等
此
五
字
ヲ
受
持
ス

ν
バ
自
然
－
一
一
彼
ノ
因
果
ノ

功
徳
ヲ
譲
F
典
へ
給
ア
£
一
容
抄
九
四
ニ
」

今
又
以
如
此
文
者
日
達
也
子
者
日
蓮
弟
子
檀
那
也
世
界

者
日
本
圃
弘
往
者
受
持
成
悌
也
法
岩
上
行
所
備
ノ
題
目

曲
叫
御
義
下
六
十
す
L

経
云
如
我
等
無
異
等
云
骨
法
華
経
ヲ
得
心
者
ρ

蒋
持
ト

害
等
ナ
9
ト
申
文
ナ

F
乃
至

A
寸
法
華
経
ノ
行
者
ρ

其
中

衆
生
悉
是
吾
子
ト
申
uv
－Y
致
主
蒋
曾
ノ
御
子
ナ

9
教
主

樟
隼
ノ
如
ク
法
王
ι
F

ナ
ク
シ
事
難
占
H
Y
ペ
カ
フ
ズ
但
不

孝
ノ
者
ρ

父
母
ノ
跡
ヲ
ツ
ガ
ズ
乃
至
民
ノ
現
身
－
一
王
ト

ナ
Y
ト
凡
夫
ノ
忽
－
一
一
悌
－
7
ナ

Y
ト
岡
dv
事
ナ

Y
ペ
ジ
一

念
三
千
ノ
肝
要
ト
申
A

コ

ν
ナ
9
「
日
妙
よ
人
書
八
六
二
」

嘗
家
の
宗
骨
た
る
這
闘
の
目
に
至
り
て
は
吾
人
後
輩
の

敢
て
論
究
す
る
に
及
ば
ぎ
る
事
遠
し
、
而
も
是
れ
を
遮
ぺ

十
ん
ば
題
旨
に
遣
す
、
故
仁
吾
人
は
組
判
を
以
て
せ
ん
ご

欲
し
右
に
諸
御
書
を
列
す
、
即
も
先
づ
吾
人
の
費
境
ご
錯

す
ぺ
き
法
体
を
掲
げ
、
夫
氏
一
其
に
艶
乙
て
如
何
仁
修
行
す

べ
き
か
を
遮
ぺ
、
後
に
信
行
成
就
し
果
を
証
す
る
事
を
得

て
、
遂
に
彼
の
法
体
じ
一
如
す
る
事
を
得
る
争
b
、
此
慮

に
於
て
か
凡
身
即
偽
身
を
成
じ
て
煩
楢
即
菩
提
争
与
、
又

同
時
仁
婆
婆
即
寂
党
の
本
国
土
妙
を
貫
現
す
る
に
至
る
戯

乎
、
大
哉
本
化
の
道
や
。

嘗
如
吾
人
の
成
悌
を
期
す
る
も
の
若
し
信
な
〈
行
な
〈

ん
ば
智
鮮
如
何
に
進
み
某
説
如
何
に
巧
妙
に
し
て
穣
冷
千

言
高
設
を
費
す
ご
ち
克
に
机
上
の
空
論
抱
詑
ご
錦
ら
ん
の

み
、
須
ら
（
信
を
篤
う
し
、
以
て
本
化
の
数
理
を
串
び
、

契
理
の
修
行
精
進
し
信
鮮
行
痛
や
れ
ば
、
期
せ
ず
し
て
四

八
の
妙
相
を
具
し
婆
婆
即
寂
党
の
本
闘
土
に
遊
戯
快
楽
す

る
を
得
ん
。

守：
も

3 回
3堂
守離
花：伽
の峯叩
さの司1・
かむ別
り 1. •. 
た lこ 羽え
すこし 噂・
のて m 

~· 亮寂

(:t 

遺

(19) 


